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文文文部部部科科科学学学大大大臣臣臣賞賞賞   
「「「個個個人人人・・・グググルルルーーープププ・・・学学学校校校」」」分分分野野野   

受賞者名

横浜町立横浜中学校

所在地

青森県上北郡横浜町

受賞テーマ

地域の未来を担う子供たちの「人財育成」を目指す、環境体験・社会貢献を

通して考えるリサイクル活動

受賞者は、生徒減少に伴い平成 年度に町内 中学校が統合して以来、 生徒活動後援会が主管となり、保護者・

地域を巻き込んで古紙・空き瓶等の廃品回収活動を継続的に実施してきた。

また、生徒会活動の一環として、エコキャップ等の回収を実施し、校内外問わず回収活動を広げ、地域と共に環境

への意識を高めようと取り組んでいる。

平成 年度からは、地域最大のイベントである「菜の花フェスティバル」において、全校あげて「ゴミいただき隊」

「横浜町ＰＲし隊」「ゴミ分別し隊」等の役割を配置し、ボランティア活動を通して、ごみ問題・環境問題・リサイク

ル活動等に目を向けることが出来るようにと活動を始めた。保護者や地域の支援のもと、学校ならではの関わり合い

を持ちながら、地域における体験活動・環境教育を通して環境を大切にする心や勤労の大切さを実感させると共に、

郷土愛や地域貢献ができる生徒の育成を学校教育の柱に据えて実践している。

生徒の自主的な活動・生徒会活動の一環として、給食用牛乳パックの洗浄回収、エコキャップ等の回収、環境啓発

ポスターの作成やエコスクールの実施等と、開校以来継続している「リサイクル活動」や平成 年度から開始した「菜

の花フェスティバル」での環境体験活動を両軸として行い、保護者、地域、行政、企業等を巻き込んだ実践を通して、

地域やふるさとの良さ、人のありがたさを改めて体感させるとともに、地域の環境・ふるさとの環境の向上に対する

関心・意欲を高めている。これらの活動が認められ、「青森県、もったいない・あおもり県民運動推進会議」の平成

年度「もったいない・あおもり賞」を受賞した。

人口 人程度の過疎化の進む小さな自治体ではあるが、来場者 万人規模を誇る町の一大イベントである「菜

の花フェスティバル」への参加・協力を起爆剤として、清掃ボランティア・分別回収ボランティア等の活動や、県外

から来た観光客や地域の大人とのふれあいなどにおいて、生徒が自分たちの町の良さや魅力を改めて実感し、気づき

を得る良い機会となっている。こうした体験型の環境学習を実践することにより環境への関心を高めると同時に、地

域への関心を高めるなどの相乗効果がもたらされている。

生徒たちは 年後、 年後、 年後、地域を支える担い手となり、いずれはこの地で父となり母となる地域の宝で

ある。環境教育・環境体験活動をきっかけとして地域貢献や社会貢献の精神を養い、この町で環境への取組を実践す

る人材に育成する場として学校が大きな役割を果たしている。

同校では、環境体験活動に関する社会貢献活動を核として、今後は近隣の小・中学校で連携しながらこの活動の輪

を広げようとしている。

また、菜の花フェスティバルにおけるボランティア活動は平成 年度からスタートした新しい行事であり、改善し

ていく課題もあるため、生徒たちの意見を大切にしながら、より良い活動になることを目指している。

 
 
 
 
 
 
 
 

活動の様子 
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経経経済済済産産産業業業大大大臣臣臣賞賞賞   
「「「事事事業業業所所所・・・地地地方方方公公公共共共団団団体体体等等等」」」分分分野野野   

受賞者名

株式会社リプロ

所在地

岡山県岡山市

受賞テーマ

プラスチックリサイクルとＩＴ技術の融合による新たな挑戦

―杭の可能性を追い求めて―

 
受賞者は、１９７１年の創業以来４６年にわたり廃プラスチックのマテリアルリサイクルを行い、境界杭、園芸・

土木資材を製造加工販売している。中でも、境界で利用される杭ではトップシェアを誇り、日本全国に販売していて、

受注から材料調達、独自設計機械を用いた製造、配送まで自社で一貫生産出来る仕組みを構築している。同社のリサ

イクル業は、「境界杭等を製造する製造業としての「ものづくり」」、「循環型社会の構築、地球環境対策などの「環境」」、

そして将来の情報化社会を見据えた「位置情報とＩｏＴのコラボによる「情報」」をコンセプトとしている。

株式会社リプロ（岡山県岡山市） リサイクルコンセプト

リサイクル製品

３０年以上前、境界杭は木製やコンクリート製が中心で腐食や重いといった問題があったが、同社が業界で初めて

再生プラスチック製の境界杭を製造開始し、現在では、測量等で使用される境界杭は再生プラスチック製が中心とな

っている。製造を開始した後も、同社では生産プロセス技術の開発により生産の安定化・効率化を図り、また安定し

た品質を維持できるよう品質管理体制を整え、杭の品質規格である「ＪＩＳ Ｋ ６９３２ 再生プラスチック製標識く

い」を業界で初めて認証取得した。さらにＩＳＯ９００１、１４００１も取得して、製品の拡販（リサイクル量の拡

大）を果たした。また顧客の信頼を高めるべく、徹底的に商品価値を追求し、境界杭の形状では、「グッドデザイン賞

振興会長特別賞―地球にやさしいデザイン―」を受賞。また第３者機関の製品環境保証として「エコマーク商品認定」、

「カーボンフットプリント（ＣＦＰ）宣言認定」を取得した。

【再生プラスチックの高付加価値化（多機能化）】

リサイクル製品の更なる拡充を図るため、再生プラスチック杭とＩＴ通信技術の融合で新たな杭の開発に挑戦し、

「現場の杭から情報を！」のコンセプトの下、１９９８年に境界杭の位置情報＋ＲＦＩＤタグを内蔵した高付加価値

型「情報杭」を世界に先駆け発明した。現場の位置情報ＩＤを通して細かな場所情報を取得し、デジタル空間と現空

間が一致して素早く必要情報を入手することができ、災害復旧や道路等のインフラメンテナンスによる履歴欠如への

対策に貢献した。また、２０１０年にセンサ端末を搭載したアクティブ型「情報発信杭」を発明し、位置情報と動体

センサからワイヤレスに地盤の変位などを計測し、地震や土砂崩れ、浸水等の災害発生通報等の迅速化を実現して、

世界初の杭防災システムを構築した。

情報杭（ＲＦＩＤタグ内蔵） 情報発信杭（センサ搭載）

再生プラスチック杭とＩＴ通信技術とのコラボレーションの強化により、製品の高付加価値化（多機能性化）の更

なる可能性を追求し、資源循環（リサイクルの拡大）をはじめ、防災・観光・交通・地籍管理等で持続型社会への貢

献を目指している。
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経経経済済済産産産業業業大大大臣臣臣賞賞賞   
「「「事事事業業業所所所・・・地地地方方方公公公共共共団団団体体体等等等」」」分分分野野野   

受賞者名

株式会社日立産機中条エンジニアリング

東京エコリサイクル株式会社
所在地

新潟県胎内市／東京都江東区

受賞テーマ

情報・通信機器のリサイクルによるベースメタル及びレアアースの国内循環推進

 
受賞者を含む日立グループでは企業の社会的責任の観点から、自社で製造した製品のリサイクル、枯渇する資源の

有効活用、資源の国内循環を推進している。当該活動においては、（株）日立製作所及び日立オムロンターミナルソリ
ューションズ（株）の情報・通信機器のリサイクルを行っている。

１．手分解による部材ごとの分解・分別とセキュリティ対応
収集した情報・通信機器は、鉄・基板・プラスチック・電池・ＨＤＤ ハードディスクドライブ）・小型ユニットに

分解・分別を行っている。
また、ＨＤＤには顧客の情報が格納されているため、物理的破壊を行い機密情報の漏えい防止を確実に行っている。

手分解による分解・分別 分別された部材 ＨＤＤ物理破壊

２．国内完全リサイクル処理
（株）日立産機中条エンジニアリング（以下、（中条エンジ））で分解・分別されたそれぞれの部材について、筐体

は新潟県の電気炉メーカーで鉄鋼製品に再商品化、ユニットは新潟県のシュレッダー処理業者で鉄と非鉄等に分別し、
鉄は新潟県の電気炉へ、非鉄は国内精錬業者へ、基板・ケーブルは国内精錬業者へ、二次電池は国内精錬業者または
ＪＢＲＣへ、物理破壊されたＨＤＤは、東京エコリサイクル（株）（以下、（東京エコ））で再資源化されている。
また、部品の一部は、メンテナンス用の部品としてリユースされている。

素材 処理 リサイクル

筐体 鉄くず シュレッダー 電気炉 鉄鋼製品

３．日立グループ内でレアアース（ネオジム磁石）の回収・再生
中条エンジで分別・物理破壊を行ったＨＤＤは東京エコへ輸送され、ＨＤＤ自動分解装置でさらに部品レベルまで

分解・選別される。ネオジム磁石は脱磁を行い、取り出す。取り出したネオジム磁石は日立金属（株）などの磁石メ
ーカーへ輸送し再資源化を行っていて、日立グループ連携でリサイクルを推進している。

ＨＤＤ ＨＤＤ自動分解装置 脱磁 磁石選別 ネオジム磁石

今後もさらに製品の幅を広げリサイクルに取り組むと共に、他社製の製品についても日立製品同様にリサイクルを
積極的に提案し３Ｒを推進していく。また推進に伴い、これからの高齢化社会に対応して高齢者の雇用創出という新
しい仕事の場へと繋げていく。 
 

 

磁石

メーカーで

再商品化 
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国国国土土土交交交通通通大大大臣臣臣賞賞賞   
「「「事事事業業業所所所・・・地地地方方方公公公共共共団団団体体体等等等」」」分分分野野野   

受賞者名

株式会社竹中工務店 東京本店 安全環境部

取組の実践場所

東京本店管轄全作業所（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県、茨城県、栃木県、群馬県、

新潟県、長野県、山梨県）

受賞テーマ

人体に有害な廃石綿（アスベスト）の無害化・リサイクル処理の推進

受賞者は、以下の取組を行っている。

（１）物件数が多い廃石綿の少量搬出をターゲットとした廃石綿の無害化・リサイクル処理ルートの構築

通常排出される産業廃棄物のほとんどはリサイクル処理できるようになってきたが、人体に有害な石綿（アスベスト）が含有さ

れた建材は、そのほとんどが、そのまま埋立処分されていた。石綿含有建材は、吹付石綿（レベル 建材）、石綿含有断熱材・保

温材等（レベル 建材）、石綿含有成形板（レベル 建材）の 種類に分類され、この内、レベル 及びレベル 建材は飛散性が

高い。単に埋め立てただけでは、有害なものが残り続けることから無害化処理が有効だと考えた。

そこで、レベル 及びレベル 建材を無害化し、さらに建設用資材にリサイクルするためのリサイクル処理ルートを探し出して

処理を委託し、作業所（建設現場）から排出される石綿含有建材（レベル 及びレベル ）の全排出量のうち ％を無害化・リサ

イクル処理した。

無害化・リサイクル処理後は、石綿はスラグとして路盤材に、石綿が付着した金属（配管、ダクト等）は鉄筋に再生し、受賞者

の作業所も含め多くの建設現場で使用されている。

（２）取組のポイント、特長

石綿含有建材のリサイクル施設は、全て関東からは遠方にあるため運搬費が高額となる。特に多くの改修工事では、石綿含有建

材の除去量が ～ ｍ と少ないため、 ｍ しか搬出しない場合でも 台十数万円と、処分量に対して高額な運搬費を払うことにな

る。そこで、石綿含有建材を積替保管できる収集運搬会社と連携することで、作業所から発生した少量の石綿含有廃棄物を低料金

で回収し、積替保管場所で他作業所から発生した石綿含有廃棄物をまとめ、１台分になったところでリサイクル施設に搬出すると

いう回収ルートをつくった。また東京本店が管轄する関東圏をカバーできるように、北関東方面、東関東方面、西関東方面のそれ

ぞれにより近いリサイクル施設と、積替保管可能な収集運搬会社とを組み合わせて処理委託契約を締結し、東京本店管轄のどのエ

リアからも、少量であっても搬出可能な体制づくりを行った。これにより石綿含有建材（レベル 及びレベル ）のリサイクル率

は直近 年では常に ％を超え、 年には ％を達成した。

（３）無害化・リサイクル処理ルートを確実に使用するための工夫ポイント

各作業所が計画した産廃処理場に対して安全環境部が全数チェックし、リサイクル処理可能な場合で最終処分場に搬出する計画

になっている場合には、リサイクル処理場に計画変更するようにその都度指導し、特殊な理由（休日出荷で対応ができない等）が

無い場合は全て無害化・リサイクル処理ルートに変更した。

今後の目標として、現時点では処理が難しい、あるいは処分費が埋立処分よりも高額になってしまう「石綿含有成形板（レベル

建材）」について、同様に無害化・リサイクル処理できる処理ルートを構築しようとしている。

 
 

 

廃石綿 
鉄筋、スラグにリサイクル 

積替保管 
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